
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
佐 世 保 市 立 赤 崎 小 学 校 

令和３年１月１２日 No.２８ 学 校 通 信 

文責 校長 鶴田 和久 

あけまして おめでとう ございます 

あけましておめでとうございます。 
１４日間の冬休みが終わりました。楽しい冬休みを過ごすことができましたか。 
さて、この冬休みに入る前に、校長先生はみなさんと３つの約束をしました。覚えてますか。 
 
１番目は、規則正しい生活 
２番目は、お手伝い 
３番目は、自分のいのちはじぶんで守る 

 
でした。きちんと守ることができたでしょうか。 

 
さて、今日から後期後半が始まります。「１年の計は、元旦にあり」ということばがありま

す。これは、一年の計画を年の初めである元旦に立てましょう。物事を始めるにあたっては、

最初にきちんとした計画を立てるのが大切ですよということです。 
後期が始まった１０月。皆さんは、後期のめあてをそれぞれ立てましたね。 
そのめあてをもう一度振り返り、３月、今の学年を終えるまで、しっかりとそのめあてが達

成できるようにがんばってほしいと思います。 
 
今年は、十二支でいうと、丑年です。 
「丑」は十二支の２番目ということで、１年で見てみると冬の終わりの時期を表します。 
また、「丑」という字は「手や指に力を入れ、物をかたく握る様子を表し」、「曲がる、ねじ

る」という様子を表しているそうです。これは、蒔いた種の中で芽が種の中でねじれながら、

曲がりながらも今にも種の外に出ようとしている様子を表していることを意味しています。 
これから冬が終わりを迎え、春に向けて、種の中で芽を出す準備をする、そんな希望にあふ

れた年になるといいなあと思います。 
また、「牛」には、「じっくり考える」。 
しかし、一度決めたら「力強く突き進み」、「粘り強く取り組む」という素晴らしさがあると

思います。そのよさを自分自身の生活に取り入れて、めあての達成に向けてほしいと思います。

後期後半は、一年間のまとめの時期です。 
これまでの努力が実る素敵な丑年になるように、一日一日を大切に過ごしていきましょう。 

先週後半は、雪が舞う日が続いていました。そのような中、子どもたちは、登校班の友達と

楽しそうに会話をしながら登校してきました。私はというと、寒さに愚痴をこぼしながらも、

子どもたちの笑顔に元気をもらっていました。保護者の皆様、地域の皆様、いかがお過ごしで

しょうか。 
さて、遅くなりましたが、「あけまして おめでとうございます」。令和３年が始まりました。

先週１月８日（金）から、令和２年度最後の区切りである後期後半がスタートしました。   
当日の朝会では、子どもたちへ以下のような話をしました。 

 新年のめあてをしっかりともち、気もちを新たに一年をがんばる。すなわち、節目節目を大

切にすること。私たちが幼い頃から周囲の大人の方々に自然と教わってきたことです。日本の

よさの一つだと思います。子どもたちにもその大切さを伝えていきたいと思います。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 佐世保市学校再編基本方針 

（１）目的 

   ・子どもたちの教育環境を整えることで、望ましい学校教育の実現を支える。 

   ・約２０年後の佐世保市立学校の姿を見据え、今後約１０年間の学校再編計画の基本と

なるもの。 

（２）基本方針 

  ①丁寧な合意形成 

    最初に結論ありきではなく、教育委員会が提示する再編案をもとに地域・保護者の意

見や要望を出してもらい、丁寧に検討していく中で、子どもたちにとって、より望まし

い学校再編計画となるように合意を図っていく。 

  ②学校規模 

    一定の集団規模を確保し、児童生徒にとって望ましい教育環境を整えるため、佐世保

市の今後の児童生徒数に対応する「学校規模の適正化」及び「学校の適正配置」を目指

し学校再編に取り組む。 

  ③施設 

    安全な教育環境を確保する「予防保全」の考え方を踏まえ、施設老朽化対策の必要性

が高い学校から優先的に学校再編の検討を進めていく。 

  ④地域 

    通学区域を見直す場合は、地域と協働していく学校の役割を重視し、地域の意見を踏

まえ、地区自治協議会や自治会等の区域に配慮しながら進めていく。 

 

今回は、「佐世保市学校再編」の目的及び基本方針について紹

介しました。以降、 
「なぜ学校再編が必要なのか」 
「学校再編で目指すもの」 
「愛宕中学校区」 
について紹介していきたいと考えています。 
また、今回、説明会で使用された資料に基づいて内容を紹介

していますが、ここで用いられている資料は、佐世保市のホー

ムページの中の「学校再編～新しい学校環境づくりに向けて

～」に掲載されている【佐世保市学校再編基本方針～新しい学

校環境づくりに向けて～概要版】と同じものです。 
より詳細なものも併せて掲載されています。その点について

もお知らせしておきます。 

佐世保市学校再編基本方針 ① 

「佐世保の小中学校 今後１０年で再編進める方針」という新聞記事の見出しに目を疑っ

たのは、昨年の５月のことでした。当時は、その記事について、地域のみなさま方からお尋ね

もありましたが、「本当に何も知らないんです。」とお答えすることしかできませんでした。  

そして、１２月２２日（木）。佐世保市教育委員会より山元新しい学校推進室長兼総務部長

さんらが来校され、公民館長さんやＰＴＡ役員さんといった保護者、地域代表の方々を対象

に「佐世保市学校再編基本方針」について、説明会が開かれました。今後、対象を限定しない

説明会が開かれる予定とのことでした。それまでに今回の内容を共有、検討しておいてほし

いとのことでした。 
 学校代表として、私もこの会に参加したので、以下、その際の概要を３回ほどに分けてお

伝えしたいと思います。 


